
16

経済学部教授　大賀　睦夫 

本 本 
新しい観光の諸相 

 

 

 

 

 

 

 

 

　これは「私の書いた本」ではなく「私たちの書いた本」で

ある。「私たち」とは香川大学経済学部地域社会システム学

科ツーリズムコースの全教員と教育学部の平篤志先生を合わせ

た9名をさす。タイトルが示すように、本書は「新しい観光」

に対して様 な々専門的観点から光を当て、そのいろいろな側面

を照らしだしてみようという学際的な試みである。大部分が同一

学部に属するとはいえ、専門を異にする者が集まって一冊の本

を著したことついて二点説明しておきたい。ひとつは時代の変

化によってどちらかというとこれまで日陰の存在であった観光に光

が当たっているということ。もうひとつはそれに関連して、国も国

立大学も組織的な対応を始めたということである。 

　たしかに「観光」はずいぶん手垢のついた古びたことばで

ある。どうしても旧来の慰安旅行や修学旅行などのマス・ツー

リズムを想起してしまう。そのような観光は、これまで貿易立国

をめざすわが国では比較的小さな産業として軽視されてきた。

しかし時代は変わった。貿易立国は過去のものとなり、われわ

れの生活もがむしゃらに働いてみんなで慰安旅行に出かけるとい

うものではなくなった。「ものより思い出」というコピーに共感する

ようになった。そのような時代の変化が観光のあり方にも現れて

いる。エコ・ツーリズム、グリーン・ツーリズム、観光まちづくり

といった新しいことばが登場してきた。観光は単なる遊興ではな

く、交流を通じた創造という性格をもつようになっている。観光

には経済や経営もあれば歴史や文化もある。それはあらゆる面

から考察されるべき現象として浮上してきた。われわれが研究

対象としているのもこのような新しい観光である。 

　またグローバルには観光は21世紀の成長産業とみなされてい

るものの、海外からの日本への来訪者は極端に少ない。そこで

わが国でも小泉首相の時代に「観光立国」宣言が行われ、

国としてテコ入れをはかるようになった。そして最近、国立大学

にもはじめて観光学の講座が設置されるようになった。わがツー

リズムコースもそのような時代の流れの中で生まれた。2004年、

経済学部にツーリズムコースを新設することが決まったとき、新コー

スに所属予定の教員が中心となってツーリズム研究会を立ち上

げた。以後、観光の現地調査や、研究会・シンポジュームの

開催などの活動を続けてきたが、その諸活動の成果をまとめた

ものが本書である。 

　新しい観光について調査研究を行い論文を発表するのはやり

がいのある仕事であり、またツーリズムコースの教員にとっての

義務だとわれわれは考えている。今年度も大学の後援を得て

本書と同様の本を出す予定である。できればその次の年も。そ

のような一連の研究報告の第一弾という位置づけに本書はある。

最期に本書の内容の紹介をしなければならないが、それは目次

の掲載で代えさせていただきたい。 
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